
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 世論調査の概要 

◆調査対象  東京都全域（島部を除く）に居住する満 20歳以上の男女個人 

◆回 収 数  １,９９１人（対象数：３,０００人、回収率：６６.４％） 

◆調査期間  平成 23 年 7月 22 日(金)～ 8 月 7日(日) 

 

 

Ⅱ 主な調査結果 

≪都知事選挙≫ 

１ 東日本大震災の発生による都知事選挙への関心度の変化（別紙２ページ） 

高くなった ３４.５％ 

下 が っ た １０.１％ 

 

２ 関心が高くなった理由（別紙２ページ） 

・都の防災対策の重要性から                              ４６.４％ 

・震災時なので強い指導者を選ぶことが必要だと思ったから  ３１.６％ 

・被災地支援の重要性から                                １７.１％ 

 

３ 投票した候補者の選定理由（複数回答）（別紙５ページ） 

・東京都全体のことを考えてくれる人だと思ったから      ５２.９％ 

・候補者の政策や主張に賛成だから                      ２９.６％ 

・人柄、経歴などから都政を託すのに最適な人だと思ったから ２８.６％ 

 

４ 選挙の際に期待した政策（複数回答）（別紙７ページ） 

・行財政改革     ４０.３％     

・防災対策      ３７.７％ 

・景気・雇用対策 ３５.２％ 

 

５ ＡＫＢ４８の都知事選挙ＰＲ活動の認知度は２２％（別紙 10ページ） 

 

≪区市町村選挙≫ 

長・議員ともに「関心があった（計）」は約５割（別紙 11ページ） 

 

震災により都知事選挙への関心が高まった ３５％ 

～ 都知事選挙及び区市町村選挙における世論調査結果の概要 ～ 
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世論調査結果の概要 

 

１ 都知事選挙に対する意識 

(1) 選挙への関心度(本文 19ページ) 

「関心があった（計）」は７割を超えたが、前回選挙から約３.９ポイント減少してい

る。時系列比較では、平成 15年及び平成 7 年に比べて高くなっている。 

 

 

時系列比較 
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【投票率44.94％】

平成11年都知事選挙
【投票率57.87％】

平成７年都知事選挙
【投票率50.67％】

今回選挙
【投票率57.80％】

平成19年都知事選挙
【投票率54.35％】
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(2) 東日本大震災の発生による選挙への関心度の変化(本文 24ページ) 

「高くなった」の３割台半ばに対し、「低くなった」が約1割となっている。 

 

 

 

(2-1) 関心が高くなった理由(本文 28ページ) 

「都の防災対策の重要性から関心が高まった」が４割台半ばで最も高く、次いで 

「震災時なので強い指導者を選ぶことが必要だと思った」が３割を超えている。 
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(3) 都知事選挙の認知経路「選挙が行われることを何で知りましたか」 

(複数回答：本文 35ページ) 

「テレビ・ラジオの報道」が 8 割を超えて最も高く、「新聞・雑誌等の報道」が 5

割台半ばで続いている。前回割合との比較では、多くの媒体で低下している。 

 

テレビ・ラジオの報道

新聞・雑誌等の報道

候補者のポスター

投票所入場（整理）券

都知事選挙広報用のポスター

都や区市町村の広報紙

テレビ・ラジオの政見・経歴放送

インターネット

都知事選挙広報用の新聞広告

家族・友人・知人から聞いて

選挙運動を見たり聞いたりして

都知事選挙広報用のテレビＣＭ

区市町村の広報車

選挙管理委員会の街頭キャンペーン

庁舎や公園などの懸垂幕・横断幕

電車内の中吊り広告

電車内モニターのＣＭ放映

都や区市町村のホームページ

都知事選挙広報用のラジオＣＭ

インターネット広告（Yahoo!）

防災無線による放送

街頭ビジョンのＣＭ放映

コンビニのレジ画面広告

スーパー等店内のモニター・放送

その他

選挙があったことを知らなかった

わからない、忘れた

無回答
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２ 投票行動 

(1) 投票の動機(複数回答：本文 43ページ) 

「都政をよくするためには、投票することが大切だと思ったから」が５割を超えて最も

高く、「投票することは義務であるから」が 4割半ばと続いている。 

 

（ｎ＝1,498）

支持政党の推薦する候補者を当選させたかったから

無回答

友人や家族が行くから

特に理由はない（なんとなく、他に予定がなかった）

わからない、忘れた

都政をよくするためには、投票することが大切だと思ったから

投票することは、義務であるから

都知事になってほしい候補者がいたから

自分の関係する団体、組織、知り合いの人に投票を頼まれたから

マスコミの報道等で、投票率が話題になっていたから

その他

投票することは、権利であるから

今の都政がよくないので、変えたいと思ったから

当選させたくない候補者がいたから
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 (2) 投票した候補者の選定理由(複数回答：本文 46ページ) 

「東京都全体のことを考えてくれる人だと思ったから」が５割を超えて最も高く、「候補

者の政策や主張に賛成だから」、「人柄、経歴などから都政を託すのに最適な人だと思った

から」が約 3割で続いている。 

 

 

 

（ｎ＝1,498）

東京都を防災に強い都市にしてくれると思ったから

自分の日常の暮らしを守ってくれる人だと思ったから

テレビや新聞などマスコミを通して知っている人だから

家族や友人との選挙に関する話の中で、ふさわしい人だと
思ったから

東京都全体のことを考えてくれる人だと思ったから

候補者の政策や主張に賛成だから

人柄、経歴などから都政を託すのに最適な人だと思ったから

自分の仕事や職業上の利益を守ってくれる人だと思ったから

ポスターや選挙公報などを見て、ふさわしい人だと思ったから

自分の支持する政党の推薦する人だから

無回答

団体や組織や知人に頼まれたから

その他

特に理由はない（なんとなく）

わからない、忘れた

52.9

29.6

28.6

23.3

21.5

9.5

6.3

6.2

5.3

2.6

1.0

6.3

5.6

-

0.5

0 10 20 30 40 50 60 (%)



 

 6 

 

 (3) 候補者の選定に役立った媒体(複数回答：本文 51ページ) 

「テレビ・ラジオの選挙報道」が約 6 割と最も高く、「新聞・雑誌などの選挙報道」が

4割台半ば、「選挙公報」が約 3割と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝1,498）

わからない、忘れた

無回答

電話による投票依頼

その他

どれにも接していない

役立ったものはない

政党、候補者の後援会などからの推薦

候補者等のはがき

各種団体からの推薦

候補者等の選挙運動用自動車

候補者等の個人演説会

ラジオの政見放送・経歴放送

候補者のホームページ・ブログ

候補者等のビラ

インターネットの情報

候補者等の新聞広告

家族、友人、知人などからの勧め

候補者等の街頭演説

新聞・雑誌などの選挙報道

選挙公報

テレビの政見放送・経歴放送

候補者等のポスター

テレビ・ラジオの選挙報道 59.1

44.7

29.0

18.8

12.6

8.1

6.7

4.1

4.0

2.2

2.1

2.1

1.4

1.2

0.7

0.7

0.5

0.3

2.9

1.7

4.7

1.6

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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 (4) 選挙の際に期待した政策(複数回答：本文 52ページ) 

「行財政改革」が４割を超えて最も高く、「防災対策」、「景気・雇用対策」、「高齢者対

策」と 3割台半ば前後で続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行財政改革

防災対策

景気・雇用対策

高齢者対策

医療・衛生対策

少子化・子ども対策

治安対策

消費生活対策

学校教育（教育・非行・いじめ）

中小企業対策

大気・水質など環境対策

都市再開発などの市街地整備

ゴミ・産業廃棄物・リサイクル （ｎ＝1,498）

障害者（児）対策

公園・緑地・水辺の整備

道路・空港・港湾等の基盤整備

土地・住宅対策

都市外交の推進

自動車交通対策

その他

特にない

わからない、忘れた

無回答

40.3

37.7

35.2

33.8

22.6

12.9

12.0

10.1

9.6

6.4

5.7

3.7

3.6

3.5

2.7

2.3

2.1

2.0

1.7

2.6

5.5

-

0.3
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 (5) 棄権理由(複数回答：本文 60ページ) 

「仕事が忙しく、時間がなかったから」が約４割と最も高く、次いで「適当な候補者が

いなかったから」、「当選する人がほぼ決まっていたから」と続いている。 

 

（ｎ＝476）

仕事が忙しく、時間がなかったから

適当な候補者がいなかったから

当選する人がほぼ決まっていたから

病気（看病を含む）または体調が悪かったから

選挙によって政治や暮らしが良くなるわけではないから

政治や選挙には関心がないから

投票所へ行くのが面倒だったから

候補者の人柄や政策がわからなかったから

旅行やレジャーなどに出かけていたから

自分一人が投票しなくても選挙の結果に影響がないから

震災で選挙を延期すべきと思ったから

投票所が遠かった（不便だった、よくわからなかった）から

その他

わからない、忘れた

無回答

37.2

21.6

18.3

11.6

10.5

10.3

9.5

9.0

7.6

6.5

4.0

1.1

8.8

1.1

0.2

0 10 20 30 40 (%)
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３ 選挙公営と選挙啓発 

(1) 接触した媒体(選挙の情報として、見たり聞いたり勧められたもの)(本文 102 ページ) 

「テレビ・ラジオの選挙報道」が８割を超えて最も高く、「候補者等のポスター」が 7

割台半ば、以下「選挙公報」、「新聞・雑誌などの選挙報道」と続いている。 

 

（ｎ＝1,991）

どれにも接していない

わからない、忘れた

候補者のホームページ・ブログ

候補者の個人演説会

各種団体からの推薦

その他

ラジオの政見放送・経歴放送

候補者のはがき

政党、候補者の後援会などからの推薦

電話による投票依頼

家族、友人、知人などからの勧め

候補者等の街頭演説

候補者等のビラ

候補者等の選挙運動用自動車

新聞・雑誌などの選挙報道

テレビの政見放送・経歴放送

候補者等の新聞広告

インターネットの情報

テレビ・ラジオの選挙報道

候補者等のポスター

選挙公報

80.7

74.0

61.6

57.5

24.3

10.8

10.3

8.0

6.8

4.6

4.3

3.4

2.4

2.3

2.2

2.1

1.8

1.1

2.4

3.1

0.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)
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 (2) ＡＫＢ４８のＰＲ活動の認知度(本文 105 ページ) 

「知っていた」が２割を超えている。性/年齢別でみると、「知っていた」は男性の 20

歳代と40歳代で 3割を超えて高い。 
 

 

 

 

              性別・性/年代別データ
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ｎｎｎ
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／
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ｎ (%)
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４ 区市町村長及び議会議員選挙に対する意識 

(1) 区市町村長選挙への関心度(本文 114 ページ) 

『関心があった（計）』が約５割となっている。 

 

 

○ 区市町村議会議員選挙への関心度(本文 127 ページ) 

『関心があった（計）』が約５割となっている。 
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